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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

 本 研 究 で は 日 常 会 話 に 用 い ら れ る 曖 昧 表 現 の 用 例 を 調 べ 、 こ れ ら の 表 現 の 使 用 目 的 と 効 果を

明 ら か に す る こと を 目的 と す る 。  

 ま ず 、話 し言 葉 が 多く 用 い ら れ る 10 代 、 20 代 、 30 代 、 40 代 の 男 性雑 誌（ 4 冊 ）と 女 性雑 誌

（ 6 冊 ） を 考 察し た 。 その 結 果 、 と り わけ 10 代と 20 代 の 雑 誌に お い て、「 す ご い 」（ 内訳 ： 女

性 雑 誌 42 例 、男 性 雑 誌 34 例 ）「 っ ぽ い 」（ 内 訳：女 性 雑 誌 36 例 、男 性 雑 誌 1 例 ）が 一 番 多 く 、

次 に 「 じ ゃ ない 」（ 内訳： 女 性 雑 誌 26 例 、 男 性雑 誌 10 例 ）「 み た い な 」（ 内 訳 ：女 性 雑 誌 8 例 、

男 性 雑 誌 1 例 ） が 多 く用 い ら れ る こ とが わ かっ た 。  

 し か し 、日 本 語 母語話 者 の 日 常 会 話で は 、親 疎 関 係（ 親 2 組 、疎 4 組 ）に 関 わ ら ず 、 20 代 と

30 代 の 間 で は 「 とか 」（内 訳 ： 親 82 例 、疎 152 例 ）「 な ん か 」（内 訳 ：親 112 例 、 疎 149 例）

が 一 番 多 く 、 次に 「 すご い 」（ 内 訳 ： 親 34 例、 疎 44 例 ）「 み た い な 」（ 内 訳 ： 親 27 例 、 疎 42

例 ）「 じ ゃ な い 」（ 内 訳： 親 19 例 、 疎 42 例 ）が 多 く 用 い ら れる こ とが わ か っ た 。 日常 会 話で よ

く 用 い ら れ る 「 と か 」「 な ん か 」「 す ご い 」「 み た い な 」「 じ ゃ な い 」 の 中 で 、 本 来 の 用 法 か ら 新

し い 用 法 へ と 変化 す るも の も あ っ た 。  

 「 す ご い 」 は 現 在 と く に 若 者 が た い し た こ と で も な い こ と も 感 動 し た 振 り で 使 っ た り 、 自分

の 気 持 ち を 大 げさ に 表現 し た り す る とき に 用い ら れ る 傾 向 があ る 。また 、「 す ご い 」は 形 容 詞が

品 詞 の 前 に つ く と 「 い 」 が 「 く 」 に 変 換 す る と い う 機 能 が 薄 れ て お り 、 フ ィ ラ ー と し て 用 いら

れ る こ と も あ る。  

 「 な ん か 」 も フ ィ ラ ー と し て 用 い ら れ 、 話 し 手 の 発 話 時 の 躊 躇 い の 気 持 ち を 表 す と 考 え られ

る 。  

 「 と か」は 話 し 言葉 にお い て 、「 阪 神 とか 好 きじ ゃ な い の っ て言 っ たら 」の よ うに 話 し 手 が否

定 的 評 価 を 控 えよ う とす る た め に 用 いら れ るこ と が あ る 。  

 「 み た い な 」 は 「 ち ょ っ と 頑 張 ろ う か な み た い な 」 の よ う に 話 し 手 が 自 分 の 意 見 や 判 断 をぼ

や か す た め 、 あた か も第 三 者 の 立 場 から 述 べて い る よ う に 用い ら れる 。  

 「 じ ゃ ない 」は 英語 のタ グ ク エ ス チ ョン と 似て い る 働 き を 持ち 、「 でし ょ 」と いっ た 強 い 確認

の 口 調 よ り 相 手 の 同 意 を 求 め る 意 向 で 自 分 の 意 見 を 示 し て い る た め 、 表 現 が い く ら か 和 ら ぐと

考 え ら れ る 。  



 「 日 常 会 話 にお け る 曖昧 表 現 の 使 用 目的 と 効果 」に つ い て 考察 し 成 果を ま と め て 2012 年 8 月

に 予 定 し て い る名 古 屋大 学 の 日 本 語 教育 学 会国 際 大 会 の 研 究発 表 に応 募 し た 。ま た、「 外 国人 日  

本 語 学 習 者 の た め の 効 果 的 な 会 話 指 導 に 関 す る 研 究 」 の 一 環 と し て こ れ ま で 行 っ て き た 「 会話

参 加 者 に よる FTA 軽 減 ス ト ラ テ ジ ー の使 用 実態 」 に 関 す る 会話 研 究の 成 果 を 2012 年 3 月 に社

会 言 語 科 学 会 の研 究 大会 で 発 表 し た 。  

 そ の ほ か 、2012 年 2 月 に 本 学 の 大 学院 生 と学 外 の 研 究 者 を対 象 に「コ ー パ ス を 用 いた 日 本語

の 研 究 」 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 っ た 。 当 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 参 加 者 は 、 計 ２ ０ 名 だ っ た 。参

加 者 よ り ワ ー クシ ョ ップ に 対 す る 良 い評 価 が得 ら れ た 。  

研究成果発表方法  
 

2012 年 8 月 に 予 定 し て い る 日 本 語 教 育学 会 国際 研 究 大 会（ 名 古屋 大 学）の 研 究 発 表 に 応募 し た。

現 在 、 審 査 中 であ る 。  
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